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義から話していきましょう．私たちはともに 1963 年生まれですが，1963 年は小津が亡くなった
年です．






















































































































































































































































































































































































































































































































































































作なのです．その中に，sinnlich-sittliche Wirkung der Farbe という項目があって，日本語に
直すと，色彩の感性的及び倫理的作用ということでしょうか．ゲーテは色彩を生理学的に，物理
学的に，そして化学的に考察した後で，色彩の感性的，倫理的な作用についても述べています．
小津の映像のモノクロや色彩の表現は，感性的なものはもちろん倫理性（道徳性ではなく，生き
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る基盤にある倫理）を語るには，とても適していると思います．当時すでに，小津自身に，小津
の世界を成立させていた倫理性の喪失の危機感があり，だからということもあったと思います
が，その色彩はとても倫理的であり，そこに佇まいや様式，美を感じます．今は，小津の生きて
いた時代の倫理性は失われたかもしれませんが，その痕跡は残っていると思います．その痕跡か
ら，何をどう学んでいくのか．現代の問題として考えてみたいと思います．
原田：今日はお疲れ様でした．次回も映画ネタかな．いずれにせよ，これからも，この紀要のタ
イトルでもある『現代と文化』について語り合っていきましょう．
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